
 

 

＜様式３＞ 

事業計画要旨(群馬県立金山総合公園) 

 

１ 申請者名 山梅・ケービックスグループ 

２ 管理運営方針 

 （公益性） 

※SDGsを考慮した 

・当グループは、金山総合公園の基本的性格を理念として、人

と緑が共存し金山の自然特性を生かした公園にリノベーション

を実現します。 

・基本方針として「生態系サービス」「公園リノベーション」

「パートナーシップ」の３方針にそれぞれのGOALを掲げ具体的

な目標達成に取り組んでまいります。 

３ 

収

支

計

書 

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

委託料                      【単位：千円】（税込） 

総収入 173,382 171,457 174,327 179,762 180,047 

内

訳 

指定管理料 121,581 121,581 121,581 121,581 121,581 

その他 51,801 49,876 52,746 58,181 58,466 

総支出 173,382 171,457 174,327 179,762 180,047 

自主事業                     【単位：千円】（税込） 

総収入 12,010 12,240 12,460 12,690 12,920 

総支出 12,010 12,240 12,460 12,690 12,920 

４ サービス等を向

 上させるための取

 り組み 

 

 

 

・金山の自然林を活用し公園のポテンシャルを全体的に発揮す

る為、未使用エリアである金山全域を通して公園のレクリエー

ション、生態系エリアの完成形を整備します。 

・公園を愛するパートナーと共に金山ならではの生態系拡充へ

の取り組みや地域交流イベントの開催、施設利用の活性化を推

進していく事で年間利用者56万人を達成します。 

加えて新たにインクルーシブエリアの拡幅を行うと共に社会福

祉団体の運営協議会への加盟を推進し、平等で分け隔ての無い

公園利用を展開します。 

５ 広報広聴への取

 り組み 

 

 

 

・パートナーシップを軸に運営協議会とのコミュニケーション

を活性化させアンケート聴取と共に県民ニーズを把握します。 

・当公園の魅力を広く拡散するため県内ＰＲとして、これまで

に加え高速道路ＳＳやＰＡ、商業施設などの民間企業へも情報

提供し西毛・北毛地区の強化を行い、不特定多数の発信として

動画配信を推進し新規利用者を開拓します。 



 

 

６ 県民との協働 

 

 

 

・当グループのボランティアコーディネーター（副園長）を筆

頭にこれまでの花壇やイベントボランティアに加え、新たに個

人ボランティアを含め組織的な活動の拡大を推進します。 

・参加型パークマネジメントを推進するとともに、参加者交流

を指定管理者主導のもと新しい活動の輪を作り、特に保育・幼

児・学校などの環境教育に取り組みます。 

７  組織体制につい

て 

 

 

 

  

・指定管理業務を適切に遂行できる安定した組織体制として各

分野の専門性を持ったグループとして組織化しております。 

・管理運営スタッフは熟練のシニアキャストにより思いやりの

ある接客接遇を推進していきます。 

・新たな委託先の強化として遊具・イベントの専門性を持つ地

元会社を迎え、公園の魅力を向上させる体制としております。 

８ 維持管理の取り

組み 

 

 

 

・開園30周年が経過し、老朽化する施設備品の更新と時代の流

行を鑑み、県の推進する長寿命化計画に沿った遊具や施設のリ

ニューアルを計画的に取り組みます。 

・熟練技術を有した社員による作業の内製化と、地域住民の協

力のもと作業の効率化と経費削減を図り、維持管理の品質向上

を進めます。 

・芝刈等自動化による作業負担軽減と電動化や軽量化を導入す

ることで女性やシニアによる働きやすい環境整備を行います。 

９  組織運営につい

て 

 

 

 

・組織運営にあたり具体的な組織化として各班体制方式を採用

し、セクション毎のリーダー（経験者）を配置することで指示

命令系統の明確化、組織内連携を図り効率的な管理運営を行い

ます。 

・専門性の高い事項については外部からの専門アドバイザーの

意見や評価を反映し広義性を高めた管理を推進します。 

10 人材育成につい

て 

 

 

 

・金山総合公園における指定管理業務として特出した知識や経

験を有する社員より雇用時教育を研修して社員の資質を高め、

かつ専門的な特殊技能や特別教育を受講し、技術向上に努めま

す。 

・新たな採用手法として紹介や推薦によるリファラル採用を行

い、マッチングの精度を高め離職率の低減を行います。 

 

 



 

 

11 知識・経験につ

いて 

 

 

 

・当グループは公園を構成する要素を満たすために県内実績の

ある企業で地域密着型の構成団体となっており、平成18年度か

ら15年間の管理実績を有しています。 

・委託協力を組む企業も専門分野の実績と知識経験を有した選

定された企業を結集し金山総合公園の管理運営を行います。 

12 情報管理に対す 

る取り組み 

 

 

 

・雇用契約時及び退職時において書面による「機密保持誓約書

」を交わし、重要情報の保護を徹底管理いたします。 

・また県民の知る権利を十分に尊重するとともに「情報公開規

定」を作成して県との連携を図り対応を行います。 

13 安全管理への取 

り組み 

・事故、災害等緊急

時の連絡動員体制 

 

 

 

・金山総合公園は土砂災害区域であり利用者・管理者共に安全

安心の確保、緊急時・災害発生時の危機管理マニュアルの整備

を始めとする防災・救急等の各種マニュアルを整備し、社員へ

の指導・訓練を定期的に実施いたします。 

・日常の安全活動とする責任者によるパトロールやリスクアセ

スメントを実施し事故や犯罪の未然防止を推進します。 

・指定管理対象範囲に加え児童会館を含む関係自治体との連携

した災害対策の安全訓練を実施します。 

14環境管理に対する

取り組み 

 

 

 

 

・最新の機械化と省エネを取り入れ、除草剤や刈払い作業によ

る危険性をゼロにした温水除草機の導入や自動で夜間に芝刈を

行う自動芝刈機による省エネ（電動化）を継続します。 

・緑陰が多く膨大な緑ゴミは全て園内で堆肥化を行いゼロエミ

ッションの実現を行います。 

・施設による膨大な電力を軽減するため、消費電力マネジメン

トシステムを導入し電力エネルギーの削減を実施します。 

15 新型コロナウイル

ス等の感染症対策、

新しい日常による

あらたな公園利用 

 

 

 

・当公園の特性を生かし受付入場口（ウェルカムエントランス

）を1か所へ集中し、感染症対策を徹底した上、利用者が平等に

公園内利用できる対策を実施いたします。 

・公園利用は不特定多数の利用が見込まれる中で、共有施設（

トイレ等）への光触媒による抗菌・抗ウイルス対策を実施し安

全性の向上を行います。 

・昨今の公園利用の在り方としての新しい日常を踏まえ、公園

内でのワーケーションスポットとデジタルデトックスが共存す

るスペースを提供します。 



 

 

16混雑時の駐車場不

足対策 

 

 

・地域住民の協力のもと隣地地主8世帯の保有地及び太田市所有

地を臨時駐車場として約100台無料開放を提供いたします。 

・大型連休時には近隣企業の所有駐車場を有料駐車場として 

約100台確保いたします。 

17イベント開催や各

施設を活用した公

園の利用促進 

 

・地元自治体や商工会、ＮＰＯ法人等との連携を図り、季節に

よるフェアや音楽祭の合同開催を実行いたします。 

・金山総合公園の未使用エリアである自然林を活用し、新たに

登山道をトレッキングコースへとリノベーションすることで、

公園全体の利用促進と存在価値を高め、広い年齢層で活用でき

るレクリエーション空間を提供します。 

18園内修景の向上策 

 

 

・指定管理者主導による参加者交流の活動の輪として、ボラン

ティアや各種団体との、園内の花壇を繋げる種から作る花の道

、「Hana road project」を開催し園内を華やかに演出します

。また植樹祭としてこれまでのアジサイ谷を拡大し、長期に渡

り花木を楽しめるエリアと、新たに山の紅葉を楽しめる季節に

沿った修景作りを推進いたします。 

19その他提案事項 

 

 

 

・金山生態系の拡充を実現する為、失われた自然環境の回復と

してホタルやチョウのエリア拡張や猛禽類の営巣地を誘引し生

態系ピラミッドの完成形を推進することで、学校団体利用者の

環境学習の場を広げ、金山総合公園の魅力向上に努めます。 

注  １  公表時は、申請者名欄は団体種別のみ表示します。 

    ２  Ａ４判３～４枚程度で事業計画書の該当項目を要約すること。 

    ３  自主事業を行う場合は、収支計画書欄に自主事業を合算した数値を記載するこ

と。 

 


